
取扱説明書

＊この取扱説明書をよくお読みになって、正しくご使用ください。なお、別売品の取扱説明書がある場
合は、必ずそちらも併せてお読みください。
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浴槽加温装置



各部の名称

各部の名称

＊各配管取付口に名称ラベルが貼ってありますので、ご参照ください。
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温水出口

配線取出口

温水入口

循環水出口

①熱交換器

操作窓

②

①
⑤操作回路ブレーカー(NFB)

＜内部構造図＞

⑧

⑧運転スイッチ

⑥電磁開閉器(MC)

⑦温度調節計

③昇温弁（電動弁）

④漏電ブレーカー(ELB)

②循環ポンプ

フロントカバー

NFBELB

MC

⑥ ③⑤④⑦

循環水入口



運転前の準備と確認

使用方法－１

アップキー

ダウンキー
モードキー

①　浴槽が満水であるか確認して下さい。

②　入水側バルブ・吐出側バルブ・熱交一次側バルブが全開になっている事を確認して下さい。
　　（各排水弁は閉）

③　フロントカバーを開けて過電流・漏電ブレーカー（ELB) 及び回路過電流ブレーカー (NFB)
　　を「入」にして下さい。

運転方法

浴槽湯温設定方法

●　手元運転

①　運転スイッチを「入」にする。

②　自動運転が始まります。

●　遠隔運転

①　運転スイッチを「遠隔」にする。

②　浴槽内の押しボタンで自動運転が

※操作窓から操作が行えます。

(現在温度）

(設定温度 )

●　湯温設定方法
(出荷時設定温度：40℃)

①　アップキー及びダウンキーで希望の設定
温度にして下さい。

※操作窓から操作が行えます。

始まります。

●　異常高温設定方法
(出荷時設定値：＋5℃)

入
切

遠隔

①　モードキーを第１表示が「AL-1」になる

第１表示

第２表示

まで押して下さい。

②　アップキー及びダウンキーで希望の設定

値にして下さい。

③　モードキーを現在温度及び設定温度が表

示するまで押して下さい。
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使用方法－２

①　装置の操作窓から運転スイッチを「遠隔」にする。

②　押しボタンを押すとランプが点灯し、自動運転が始まります。

③　自動運転を停止させる場合は、押しボタンを押すとランプが消灯し自動運転も停止します。

遠隔運転方法

3

ＯＮ・ＯＦＦ

ランプ ●　ランプが点滅している場合

①　異常高温

　　循環水の温度が異常高温設定値より高い

下記の異常が発生すると運転が停止し

ランプが点滅します。

②　循環ポンプの過電流

　　循環ポンプに過大な電流が流れ電磁開

　　閉器が遮断した。

再度自動運転するには、装置の運転スイッチを

一度「切」にした後再度「遠隔」にする。

※自動運転する前に異常停止しない様、対策を

　行って下さい。（故障時の対策・異常時の処置参照）

日常の点検項目・お手入れ

●　いつまでも安全・快適にご使用頂く為に、日常の点検・お手入れを行って下さい。

ヘアーキャッチャーの清掃

1日 / 1 回

●　ヘアーキャッチャー内に大きなゴミ・髪の毛
　　等が溜まりますので清掃して下さい。

マイナスドライバーなどでネジを緩めて

吸込口カバーを取り外す。

●　ヘアーキャッチャーは浴槽内の吸込口に取り

　　付いてます。吸込口カバーを取り外し、清掃

　　を行って下さい。

吸込口カバー



故障時の対策・異常時の処置

循環ポンプが動かない

現　　象 原　　因 対　　策

浴槽にお湯が無い 浴槽を満水にする

漏電ブレーカー（ELB) が「切」
になってる

操作回路ブレーカー（NFB）が
「切」になってる

「入」にする

「入」にする

停電している 停電原因をチェックする

水温が低下する 昇温弁が開かない

給湯器が運転していない

配線がはずれていないか
確認する

修理を依頼する

給湯器を運転する
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循環ポンプに過電流が流れ、電磁

開閉器が遮断した

温度調節計の設定温度が低い 温度調節計の設定温度を上げる

電磁開閉器

リセットボタン

電磁開閉器のリセットボタンで
復帰します（下記参照）

※流量を抑えても電流値が上昇し

ポンプが停止するようであれば、

運転を停止し販売・サービス会

社にお問い合わせ下さい。

異常高温で停止した 運転スイッチを一度「切」にし
再度スイッチを戻せば運転が開
始します

●　修理を依頼される前にもう一度ご確認下さい。

●　ご使用中に普段と違った状態になった時や、不都合が生じた時はそのままお使いにならずに直ちに
　　使用を中止して十分な点検をお願いします。

・異常高温設定値が設定温度
 より低くなってる

温度調節計で異常高温設定値を

変更する

・昇温弁が閉まらない 修理を依頼する

ポンプが過負荷になる要因として循環水量過多が考えられます
バルブで水量の調節を行って下さい



使用上のご注意

■　浴槽水は必ず毎日換水をし、都度浴槽を洗浄して下さい。

　　

■　利用者の人数により水道水に含まれてる消毒用塩素が、短時間で消滅する場合が

　　ありますので必要に応じ、塩素を浴槽に直接投入して下さい。

　　（入浴者がいない時に実施する。）

■　循環配管は 1週間に１回程度、高濃度塩素で殺菌を行って下さい。

　　塩素濃度を５ｐｐｍ程度にし、昇温装置の運転を１５分間行って排水して下さい。

※　循環配管の殺菌方法は、所轄する市町村の保健所により指導がことなる場合があり

　　ます。その場合は保健所の指導に従って下さい。
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六角棒ｽﾊﾟﾅ
（丸棒）

ﾛｯｸ ねじ

ﾛｯｸ ﾅｯﾄ

（丸棒）

六角棒ｽﾊﾟﾅ

■ 運 転 ■ 手 動 操 作

手動操作時は安全のため必ず電源を切り下記の要領で行ってください。

結露防止スペースヒータを内蔵していますので、常時通電してくださ
ＡＭ１／ＡＭ２／ＰＡＸ 型 ＡＨ１／ＤＭ２ 型

い。

機械動作部（コネクタ部）がありますので、運転時は動作部に手を近

づけないようにしてください。

運転に入る前に一度、結線及び電源電圧が正しいか確認してください。

電動弁を作動させ、動きが正常か点検してください。

［ＰＡＸ型］

安定した制御をするよう、流体の条件・調節計の設定・センサ等の調

節をしてください。

制御でもっとも良い状態は、制御の目標値で安定する状態です。目標

値を大きくオーバーシュートしたり、なかなか収束しない場合、調節

計のＰＩＤの設定値を調整（オートチューニング）してください。又

時間遅れの大きい場合は、センサ位置を考慮してください。不安定な ロックねじを緩めると、電動操作 開度表示コネクタ穴に 5.7φの丸

状態で使用すると、電動操作機や、バルブの寿命が短くなります。 機が回転可能になり直接操作機を 棒、又は六角棒スパナ(呼び５)を

［オンオフ型］ 回転させ手動操作が可能。 差し込み、作動方向にゆっくりと

通常運転時、開閉頻度が規定の負荷時間率（ 20％ 15min.）の範囲内 自動運転に戻す場合は、操作機を 回してください。

であるか確認してください。負荷時間率の範囲を超えて使用すると製 元の位置に戻しロックねじを固定 専用の手動開閉レバー (ｵプｼｮﾝ)も

品の劣下、故障の原因になることがあります。 穴に確実にロックしてください。 用意されています。

負荷時間率は電動弁の開閉頻度を規定する値で、20％ 15min. は15分 注意：手動操作は電動動作程度のゆっくりとした速度で、定格トルク

の間にその20％(3分) の時間の連続又は断続の開閉動作が可能である 以上かけないでください。

ことを意味します。操作機の開閉時間により可能な開閉回数が計算で 過大な力をかけますと操作機が破損する事があります。

きます。

■ 保守・点検
開閉動作中に逆転信号が入るような使い方は、製品の寿命を縮めます

長期間運転しない時は３カ月に一度程度開閉作動をしてください。
ので極力避けてください。

使用状況、環境に応じ、定期的に点検を行ってください。通常半年に
動作停止時に開または閉の出力信号が出ている事を確認してください。

一度下記に従って行ってください。
流体中の異物の影響で中間位置で停止した状態が続いた場合、故障の

なお、点検作業を行う場合は必ず電源を切ってください。
原因となります。（ＡＭ型操作機）

※ 操作機上に物を置いたり、足場にする事は絶対に避けてください。

バルブ側の異常で開または閉位置まで動作出来なくなった場合は、モ
点検項目 異常時の処置

ーターが拘束して発熱します。モータ保護のサーマルプロテクタは、
電動弁の開閉位置・開閉時間が ●バルブのトルク・物かみを調査

モータの発熱を感知しモータへの通電を遮断しますが、遮断後に熱が
正常な範囲内にあるか 原因を除去する

冷めてきますと通電を開始しますので、原因を取り除くまで繰り返さ
異常音が聞こえないか ●周囲温度、開閉頻度、流体性状

れます。この様な状態を放置されますと、故障の原因となりますので
操作機部が異常に熱くないか ・温度を調査し、範囲をこえて

、流体の性状が悪い場合は開閉の出力信号で正常に動作しているか監
操作機内部に水の浸入・結露の いる場合は改善する

視する様にしてください。
発生がないか ●内部を乾燥させ、部品を点検し

取付けねじ等の緩みがないか 確実にシール・密閉する

ステム、接合部の漏れがないか ●必要に応じ、パッキン・シート

シート漏れがないか ・バルブ・操作機の交換を行う

電動弁取扱説明書



SHUT OPEN D.B.

端子台

電動操作機仕様 ０７５

○詳細仕様、回路図は電動操作機仕様書を参照願います。 （* 開閉時間:50/60Hz）

操作機型番 AM 030 AM 070 AM 180 AH1-030 AH1-070 AH1-180 DM2-030 DM2-070 DM2-180 PAX-050 PAX-120

定格トルク 3 7 18 3 7 18 3 7 18 5 12
N･m

開閉時間 s * 5.4/4.5 *15.5/13 *16/13.5 * 3 /2.5 * 3 /2.5 * 6 /5 2 ～ 3.5 2 ～ 3 4 ～ 6 * 14 /12 * 30 /25

消費電力 16 VA 19 VA 19 VA 50 VA 10 VA MAX. 24 VA MAX. 9.5 VA

モータ ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ ﾘバｰｼブﾙﾓｰﾀ ＤＣモータ ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ(ﾄﾗｲｱｯｸ制御)

モータ保護 ｻｰﾏﾙプﾛﾃｸﾀ式 ｻｰﾏﾙプﾛﾃｸﾀ式 ｶｰﾚﾝﾄﾘﾐｯﾀ式（ｻｰﾐｽﾀ内臓） ｲﾝピｰダﾝｽプﾛﾃｸﾄ

負荷時間率 ２０％ １５ min. 連 続

8/3Ｇ：式形込引線電）℃56～02-：独単機作操（℃55～02-：度温囲周用使
共通仕様

電線ｺﾈｸﾀ付（φ5 ～10.5 ｷｬブﾀｲﾔｹｰブﾙ 用） 結露対策：ｽペｰｽﾋｰﾀ内蔵 屋外防雨構造（ JIS CO920 IP65 ）

結 線 図

ＡＭ１・ＡＨ１ 型 ＡＭ２ 型 ＤＭ２ 型 ＰＡＸ 型

T1 T1
Ｃ AC100･200V ＋ T1 AC100･200V

AC100･200V T2 DC24V T2
SW Ｓ SW － T2

Ｏ SW 信号入力 － I-
Ｏ com. com. Ｏ

SC － ＋ 4～20mA ＋ I+
閉ＰＬ ○ SS 閉信号 閉ＰＬ ○ SS /1～5V

SS － ＋ ＋ ＋
開ＰＬ ○ SO 開信号 開ＰＬ ○ SO 開度出力

SO 0～1mA － －

○ﾓｰド A： 4 ～20mA

SW がＳ側で バルブ閉(ポジｼｮﾝ①) SW が OFFで バルブ閉(ポジｼｮﾝ①) SW が OFFで バルブ閉(ポジｼｮﾝ①) 閉(ポジｼｮﾝ①)～開(ポジｼｮﾝ②)

SW がＯ側で バルブ開(ポジｼｮﾝ②) SW が ON で バルブ開(ポジｼｮﾝ②) SW が ON で バルブ開(ポジｼｮﾝ②) ○ﾓｰド B： 4 ～20mA

開(ポジｼｮﾝ②)～閉(ポジｼｮﾝ①)

ＰＡＸ 型の調整の仕方
ＰＡＸ－０５０／ＰＡＸ－１２０

①デッドバンドの調整

バルブがハンチング（調節計の信号のリップルが大きい場合や信号 調整トリマ

が常に細く変動）する場合は、Ｄ.Ｂ.トリマを時計方向に回しデッ SPAN

ドバンドを広くしてください。

ZERO ﾓｰド切換DIP SW
②制御角度の調整

↑
バルブの制御角度（ＳＨＵＴ，ＯＰＥＮトリマ）は調整しないでください。 ON

調整する必要がある場合は、 別途お問い合わせ下さい。 S1

③モードの切り換え方法

モードを切り換える場合は、ＤＩＰ-ＳＷを切り換えて希望する POWER 4～20mA 0～1mA

モード側に設定してください。 T1 T2 I- I+ ＋ －

モードＡ：ディップＳＷがＯＦＦ，入力信号の増加でバルブ開(ポジｼｮﾝ②)方向に動作

モードＢ：ディップＳＷがＯＮ，入力信号の増加でバルブ閉(ポジｼｮﾝ①)方向に動作

※指示なき場合、出荷時にはモードＡに設定されています。
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